
資料５

製造業者等による再商品化等費用の実績と

その内訳に関する報告等の結果

○　対象者 全製造業者等

○　報告等内容 平成２２年度の再商品化等費用の実績とその内訳

・　製造業者等の再商品化等費用の内訳
・　製造業者等の再商品化等費用の品目別収支

○　報告等結果 別紙のとおり



製造業者等の再商品化等費用の内訳について（平成２２年度実績） （単位：百万円　※１台あたりは円単位）

フロン回収
にかかる

費用

15,075 13,916 8,991 782 3,814 1,111 436 912 377 425 110 15,265 ▲ 190 5,595

１台当たり (2,694) (2,487) (1,607) (140) (682) (199) (78) (163) (67) (76) (20) (2,728) (▲ 34)

10,217 9,513 5,956 573 2,619 937 289 465 172 269 24 10,267 ▲ 50 3,709

１台当たり (2,754) (2,565) (1,606) (154) (706) (253) (78) (125) (46) (73) (6) (2,768) (▲ 13)

9,785 8,726 6,502 499 1,854 369 288 825 287 536 2 9,838 ▲ 53 3,690

1台当たり (2,652) (2,365) (1,762) (135) (502) (100) (78) (224) (78) (145) (1) (2,666) (▲ 14)

7,929 7,062 5,051 608 1,730 281 219 699 238 449 12 7,980 ▲ 51 2,807

1台当たり (2,825) (2,516) (1,800) (217) (616) (100) (78) (249) (85) (160) (4) (2,843) (▲ 18)

7,075 6,183 4,548 558 1,387 248 194 757 217 540 0 7,134 ▲ 58 2,482

1台当たり (2,851) (2,491) (1,832) (225) (559) (100) (78) (305) (87) (218) (0) (2,874) (▲ 24)

22,566 21,084 10,223 731 2,881 583 673 1,770 824 917 29 23,526 ▲ 960 8,618

1台当たり (2,619) (2,447) (1,186) (85) (334) (68) (78) (205) (96) (106) (3) (2,730) (▲ 111)
その他計

（備考）
※１　製造業者等については、リサイクル料金収入の上位５社（企業グループ単位で回答されたものを含む）を記載。
※２～４　上記「製造業者等運営費」の内訳（※２～※４）については、「産業構造審議会環境部会廃棄物・リサイクル小委員会電気・電子機器ワーキンググループ　中央環境審議会廃棄物・リサイクル部会家電リサイク
ル制度評価検討小委員会　第５回合同会合」（平成18年12月11日）に提出された財団法人家電製品協会の資料に基づき、下記のような業務内容の主要事例を参考として、計上している。
　　　※２　国・自治体・流通との連携および情報交換、業界活動展開、リサイクルプラントへの監査・指導、指定引取場所への監査・指導、コンプライアンス啓発の実施
　　　※３　リサイクル処理技術開発に関する設備開発・実証実験（フロン回収向上技術開発、プラスチック回収・高品位化等、新規商品（ドラム式洗濯機、シクロペンタン冷蔵庫等）のリサイクル処理技術開発
　　　※４　使用済み家電回収促進、適正処理啓発活動の展開

Ｘ５

Ｘ３

Ｘ４

Ｘ２

Ｘ１

引取台数
（千台）

製造業者等運営費

収支
リサイクル
処理技術
開発関連

費用
（※３）

その他
費用

（※４）

製造業者等名
（※１）

リサイクル料
金総収入

再商品化等費用

費用総計

管理会社委託費等

家電リサイ
クル券セン
ター費用

リサイクルプラント費用

指定引取
場所・二次
物流費用

管理会社
運営費

リサイクル
システム

企画・運営
関連費用

（※２）
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製造業者等の再商品化等費用の品目別収支について（平成２２年度実績）

（単位：百万円、1台当たり費用は円） （単位：百万円、1台当たり費用は円）

受領した再商
品化等料金

再商品化等
に要した費用

収支 再商品化率
受領した再商
品化等料金

再商品化等
に要した費用

収支 再商品化率

1,243 1,248 ▲ 5 84% 9,294 9,315 ▲ 22 ﾌﾞﾗｳﾝ管式：78%

1台当たり (2,500) (2,511) (▲ 11) 1台当たり (2,478) (2,483) (▲ 6) 液晶・ﾌﾟﾗｽﾞﾏ式：69%

1,084 1,095 ▲ 11 90% 7,962 7,976 ▲ 14 ﾌﾞﾗｳﾝ管式：91%

1台当たり (2,500) (2,525) (▲ 24) 1台当たり (2,450) (2,454) (▲ 4) 液晶・ﾌﾟﾗｽﾞﾏ式：82%

862 873 ▲ 10 90% 6,419 6,430 ▲ 11 ﾌﾞﾗｳﾝ管式：91%

1台当たり (2,500) (2,530) (▲ 30) 1台当たり (2,436) (2,440) (▲ 4) 液晶・ﾌﾟﾗｽﾞﾏ式：82%

704 713 ▲ 9 84% 5,680 5,694 ▲ 13 ﾌﾞﾗｳﾝ管式：78%

1台当たり (2,500) (2,531) (▲ 31) 1台当たり (2,526) (2,532) (▲ 6) 液晶・ﾌﾟﾗｽﾞﾏ式：69%

700 711 ▲ 11 90% 3,759 3,767 ▲ 7 ﾌﾞﾗｳﾝ管式：91%

1台当たり (2,500) (2,539) (▲ 39) 1台当たり (2,594) (2,599) (▲ 5) 液晶・ﾌﾟﾗｽﾞﾏ式：82%

3,157 3,290 ▲ 134 88% 10,097 10,676 ▲ 579 ﾌﾞﾗｳﾝ管式：.88%

1台当たり (2,516) (2,623) (▲ 107) 1台当たり (2,467) (2,609) (▲ 142) 液晶・ﾌﾟﾗｽﾞﾏ式：79%

（備考）その他計の再商品化率は加重平均値 （備考）その他計の再商品化率は加重平均値

（単位：百万円、1台当たり費用は円） （単位：百万円、1台当たり費用は円）

受領した再商
品化等料金

再商品化等
に要した費用

収支 再商品化率
受領した再商
品化等料金

再商品化等
に要した費用

収支 再商品化率

2,932 3,086 ▲ 154 74% 1,678 1,684 ▲ 7 89%

1台当たり (4,344) (4,572) (▲ 228) 1台当たり (2,400) (2,410) (▲ 10)

2,274 2,300 ▲ 26 77% 1,606 1,615 ▲ 9 81%

1台当たり (4,427) (4,478) (▲ 51) 1台当たり (2,400) (2,414) (▲ 13)

2,215 2,230 ▲ 15 74% 1,464 1,476 ▲ 11 81%

1台当たり (4,365) (4,394) (▲ 29) 1台当たり (2,400) (2,418) (▲ 18)

1,828 1,851 ▲ 22 77% 1,024 1,060 ▲ 37 89%

1台当たり (4,294) (4,346) (▲ 52) 1台当たり (2,400) (2,486) (▲ 86)

1,731 1,764 ▲ 33 77% 844 862 ▲ 19 89%

1台当たり (4,446) (4,530) (▲ 84) 1台当たり (2,400) (2,454) (▲ 53)

3,300 3,466 ▲ 166 77% 790 826 ▲ 37 89%

1台当たり (4,644) (4,877) (▲ 234) 1台当たり (2,420) (2,533) (▲ 113)

（備考）その他計の再商品化率は加重平均値 （備考）その他計の再商品化率は加重平均値

ＸＲ４ ＸＷ４

ＸＲ５ ＸＷ５

その他計 その他計

ＸＲ１ ＸＷ１

ＸＲ２ ＸＷ２

ＸＲ３ ＸＷ３

製造業者等
冷蔵庫・冷凍庫

製造業者等
洗濯機・衣類乾燥機

ＸＡ４ ＸＴ４

ＸＡ５ ＸＴ５

その他計 その他計

ＸＡ１ ＸＴ１

ＸＡ２ ＸＴ２

ＸＡ３ ＸＴ３

製造業者等

エアコン
製造業者等

テレビ（ブラウン管式、液晶・プラズマ式）
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